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論文の内容および審査の要旨

【研究 目的】不回避的に口腔へ取 り込 まれた苦味

物質を排除する機能 として,唾 液中タンパク質が

苦味物質と結合あるいは包含するマスキング作用

説と,苦 味物質 と結合 して味受容器へ運ぶキャリ

アー作用説がある。苦味物質であるキニーネと挙

動 を共にする唾液中タンパ ク質 として,Histatin

5が馬場により検出 されたが,そ の作用は明 らか

に されてい ない。 そ こで,本 研 究 では唾液 中

Histatin　5が キニーネ感受性に及ぼす効果を検討

した。

【材料と方法】苦味感受性 と唾液 中Histatin　5濃

度 との関連を追究す るため,ま ず,健 常な被験者

に対 して硫酸キニーネに対す る味覚感受性試験を

施行 した。その結果から,被 験者をPfaffmannの

平均値 をもとに高閾値群と正常閾値群に分類 し,

耳 下腺 か ら採取 した唾 液 中Histatin　5濃 度 を

ELISA法 にて測定 した。次に,Histatin　5の キニー

ネ感受性への影響 を検討するため,Histatin　 5合

成ペプチ ド溶液によるプレリンス後のキニーネ感

受性 を検討 した。プレリンス溶液はHistatin　5合

成ペプチ ド含有 とした。なお,コ ン トロールはペ

プチ ドを含 ま ない溶 液 と した。 キニ ーネ と

Histatin　5合成ペプチ ドとの結合の測定には両者

の分子量の差 を利用 し,分 画分子量1000の 遠心

式限外濾過フィルターを用いた。まず,硫 酸キニー

ネ水溶液単体の濾液の吸光度 を測定 し,次 に,硫

酸キニーネとHistatin　5合成ペプチ ドの混合溶液

における濾液の吸光度を測定 した。これらの比率

をキニ ーネの フィル ター通過率 と して求 め,

100%か ら差 し引いた値 を両者間の結合程度 とし

た。
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【結果 と考察】被 験者 はキニ ーネの感受性別 に高

閾値 群28名,正 常 閾値 群22名 に分類 され た。 高

閾値群 にお ける唾液 中Histatin　 5濃 度 は正常 閾値

群 よ りも有意 に低 い ことが示 され た(p<0.01)。

これ は苦味感受性 の低 い被験者 は唾液 中に分布 す

るHistatin　 5量 が少 ない ことを示 してお り,唾 液

中に含 まれ るHistatin　 5の 量 がキニ ーネ感受性 に

影響 を及ぼ して い ることが示 唆 され た。Histatin

5合 成 ペ プチ ド溶液 に よ るプ レ リンス後 の キニ ー

ネ感 受性 は,コ ン トロール に比較 して有意 に低 い

閾 値 が 示 され(p<0.01),Histatin　 5は キ ニ ー ネ

に作 用 して苦 味感受性 を向上 させ てい る ことが示

唆 され た。100μM硫 酸 キ ニー ネ水 溶液 に10,50,

100μg/mlのHistatin　 5溶 液 を添加 した ときの結

合程 度 は,そ れ ぞれ29.42±1.05%,30.76±0.96%,

33.12±0.82%で あ った。Histatin　 5を 添加 しない

場 合 の 値 が0.46±0.21%で あ っ た こ とか ら,

Histatin　 5合 成 ペ プチ ドはキ ニー ネと結合す るこ

とが示 唆 され た。

【結　論】 唾液 中 に分布す るHistatin　 5は キニ ー

ネ と結合物 を形成 す る ことで唾液 に分散 させ受容

に寄 与 す る と考 え られ,唾 液 中Histatin　 5は キ

ニ ーネ を味受容 器 まで運搬す るキ ャ リアー タンパ

ク として作用 す るこ とが示 唆 された。

　上 記申請論文 に対 して,審 査委 員会 は申請 論文

の研究 内容 お よび 関連 す る事 項 につ いて 試 問 を

行 った結果,申 請者 は本研究分野 にお いて広 範 な

学識 を備 えてお り,今 後の研究活 動 に必要 な能力

を有 して い ることを認め,学 位 を授与す るに値 す

る と判定 した。
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